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1（出典:地域公共交通計画等の作成と運用の手引き 理念編 第4版（令和5年10月国土交通省）

１．地域公共交通利便増進実施計画策定の背景（前回資料抜粋）



2．利便増進事業の概要について
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〇 地域公共交通の利用者の利便を増進するため、路線等の編成や事業内容の変更、等間隔運行や
定額制乗り放題運賃の設定等を行う事業。策定により国庫補助金の活用等が可能となる。



3．地域公共交通利便増進実施計画(案)のポイント
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〇計画期間 : 令和８年９月１日～令和１０年３月３１日 （第1章１－１（３）、１ページ）
・地域公共交通計画の期間と整合を図るため、期間を１年７ヵ月とする。
〇導入する利便増進事業 : 玉川校区公共ライドシェア （第２章２－１（1）、8ページ）
・玉川校区公共ライドシェアを生活交通支援事業として支援するとともに、本市における

地域公共交通の路線ネットワークの構築に資する新たな取り組みとして位置付ける。
実施に当たっては、制度が地域へ定着するよう、以下の目標値を設定する。

１．利用者・登録者の増加（玉川のりあいタクシー時と比較）
【利用者】

現状値:５９.８人/月(令和７年度) ⇒ 目標値:（暫定）令和９年度 ７２人/月(２０％増)
【登録者】

現状値:１９９人/年(令和７年度) ⇒ 目標値:（暫定）令和９年度 ２２０人/年(１０％増)

２．ドライバーの確保（公共ライドシェア実証事業時と比較）
【ドライバー登録者】

現状値:５名（令和７年度） ⇒ 目標値:（暫定）令和９年度 ６名（２０％増）

〇交通空白分析事業の実施 （第２章２－３、１０ページ）
・令和８年度に利便増進事業に関連して、国の補助金（「交通空白」解消等リ・デザイン

全面展開プロジェクト:「交通空白」解消タイプ）を活用して交通空白分析事業を実施。
・令和９年度に分析結果を活用して、交通空白地における新たな移動サービスの導入に係る実証

実験を予定。
※利便増進計画を作成することで、現在活用している地域公共交通確保維持改善事業（国庫補助）の要件緩和（フィーダー系統）、

補助率の上乗せを受けることができる。
しかし、要件緩和等の対象は計画期間のみとなることから、地域公共交通計画の改訂に合わせ、令和９年度に実証実験を行う
新たな移動サービスの本運行、また路線バス網の見直しを含めた利便増進計画の改訂を行う予定としている。



４．今後のスケジュール

4

〇 今後のスケジュール


